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健康に感謝して
人類は幾多の困難をのりこえて多＜の生命を

輸血によって救うこと ができるようになりま

した。

し かし ，輸血用の血液はど んなに科学 が進歩

し ても人工的につくること ができないし 。か

わりの医薬品もあり ません。

健康なあなたの献血が
尊い生命を救い ます，

安全な献血…
はじめての方でも

心配はありません……

○採血前に健康状態を健認し医 師が健康診断

を行います。

〇献血された2 0  ON の血液量は２～３時間

で回復いたします。

0  2  0  02 の 採血鹽は全血液童（ 体重の６～

８ ％）から みても健康上の支障は 全くあり

ません。

人工的に作れない血液だから

あなたは献血ができます

16才から64才までの方

体重が男子で45 以上、女子

は40 以上の方

薬を服用していたり 、妊娠中

でない方

献血されるあなたは心身ともに

健康である証拠です。

健康管理に役立つ献血

血液センターでは ，献血された血液について

生化学的検査を行っており ，この検査結果を

献血者全員にお知らせし ておりま す。

この他全血比重､  A B 0式とＲｈ 式血液型 ．Ｈ

ＢＳ 抗原などの検 査を 行っ てい ま１ ．これら

の検査粘果については 異常があった場合にお

知ら せし ま可。

献血で尊い生翕を救い 。献血であなたの健康

管理と病気の早期発見 。予防の一助とし てお

役立て下さい。
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Ａ戲血中の人たち

昭和59年度 目標

福島県

国見町

町実績

110,000本

550本

663本

(人口 割)

(目標達成率120.5  % )

昭和60年度 町目標　571本

献血スローガンを募集
国見町献血推進協議会では、昭和60年度の献血活助にむけて。

町独自のスローガンを募集いたします。

要領は次のとおりですので。奮ってご応募ください。

採用者の方には協議会から配念品が贈られます。

1｡応募方法

30字以内にまとめ、官製ハガキで応募ください。

2｡応募先

国見町大字藤田字一丁田二、２の１　国見町役場保健課内

国見町献血推進協巌会

3｡応募期間

昭和60年２月15日から昭和60 年３月７日まで

※くわしくは、町役場保健課(  新 一 2 1 1 1 ) へおたずねく

ださい。

▲献血前に敍康診断



老人家庭奉仕員が決まる

(ホームヘルパー)

八島知子さん高橋直子さん

こ
の
ほ
ど
、
八
鳥
知
子

さ
ん
（
石

毋
田
字
蛭
沢
四

）
と
高
橋
直
子
さ
ん

（
山
崎
字
荒
沢
七
）
が
、
新
た
に
老

人
家
庭
奉
仕
員
と
し
て
町
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

老
人
家
庭
奉
仕
貝
は
、
心
身
の
障

害
や
病
気
な
ど
で
ね
た
き
り
の
状
態

と
か
、
一
人
暮
ら
し
で
日
常
生
活
に

支
陣
を
き
た
し
て
い
る
方
を
訪
問
し
、

ね
た
き
り
老
人
や
、
一
人
暮
ら
し
老

人
の
日
常
生
活
上
の
お
世
話
を
す
る

方
で
す
。

な
お
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
訪
問

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
担
当
民
生
委

銚
か
役
場
住
民
課
福
祉
係
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〈
老

人

家
庭
奉

仕

員
の
仕

事
〉

大
き
く
分
け
て
二

つ
あ
り
ま
す
。

ま
ず
一
つ
め
は
家
事
介
護
、
二
つ
め

は
相
験
、
助
言
で
す
。

Ｈ
家
事
介
護

①
食
事
の
世
話

②
衣
類
の
洗
濯
、
補
修

②
住
居
な
ど
の
掃
除

④
身
の
ま
わ
り
の
世
話

⑤
生
活
必
需
品
の
買
物

⑥
医
療
機
閲
と
の
連
絡
、
通
院

介
助

⑦
そ
の
他
必
要
な
家
事
介
護

に
相
談
・
助
言

①
生
活
、
身
上
に
関
す
る
相
談
、

助
言

②
そ
の
他
必
要
な
相
談
、
助
冒

身近にある野草・薬草

⑧

フキ・フキノトウ

本
州
、
四
国
、
九
州
の
山
野
や
遭

増
。
川
岸
な
ど
の
日
当
た
り
の
よ
い

と
こ
ろ
に
自
生
す
る
ほ
か
、
栽
培
も

行
わ
れ
ま
す
。

雌
雄
異
株
の
多
年
草
で
、
早
春
。

地
下
ｒ

根
茎
か
ら
大
型
の
苞
を
つ
け

た
花
茎
を
二
十

｀
ほ
ど
伸
ば
し
、
そ

の
先
に
頭
状
花
を
つ
け
ま
す
。
雌
花

は
白
色
、
雄
花
は
黄
白
色
で
、
そ
の

花
茎
を
フ
キ
ノ
ト
ウ
と
呼
ん
で
、
食

用
、
薬
用
に
し
ま
す
。

▼
薬
用
▲

フ
キ
ノ
ト
ウ
が
ま
だ
つ
ぽ
み
の
こ

ろ
に
花
茎
を
採
取
し
、
日
陰
干
し
に

し
ま
す
。

せ
き
止
め
に
　
一
日
量
と
し
て
乾
燥

し
た
フ
キ
ノ
ト
ウ
十
～
二
十
グ
ラ
ム

を
水
四
百
∝
で
半
量
に
な
る
ま
で
煎

じ
、
一
二
回
に
分
服
。

▼
食
用
▲

茎
は
地
下
茎
を
抜
か
な
い
よ
う
に
、

根
元
か
ら
探
取
。
フ
キ
ノ
ト
ウ
は
闘

き
き
っ
て

い
な
い
も
の
を
地
ぎ
わ
か

ら
指
で
ち
ぎ
り
と
り
ま
す
。

料
理

茎
は
ア
ク
が
強
い
の
で
、
ア

ク
抜
き
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
。

ア
ク
抜
き
し
た
も
の
の
皮
を
む
き
、

煮
物
、
油

い
た
め
、
各
種
あ
え
物
、

フ
キ
ご
は
ん
な
ど
い
ろ
い
ろ
に
使
え

ま
す
。
葉
も
ゆ
で
て
ア
ク
抜
き
し
、

つ
く
だ
煮
に
。

フ
キ
ノ
ト
ウ
は
、
外
側
の
き
た
な

い
苞
を
と
り
、
一
つ
ま
み
の
塩
を
入

れ
て
ゆ
で
、
冷
水
に
さ
ら
し
ア
ク
を

抜
き
、
煮
ぴ
た
し
、
油
い
た
め
、
つ

く
だ
煮
、
ご
ま
あ
え
、
み
そ
あ
え
に
。

特
に
、
こ
ま
か
く
切
っ
て
油
で
い
た

め
、
み
り
ん
、
み
そ
を
加
え
、
弱
火

で

い
た
め
煮
し
た
フ
キ
ノ
ト
ウ
み
そ

は
、
お
い
し
く
て
、
酒
の
肴
、
然
い

ご
は
ん
の
お
か
ず
に
あ
い
ま
す
。

ま
た
、
生
の
ま
ま
天
ぷ
ら
、
み
じ

ん
に
切
っ
て
汁
の
実
、
薬
味
と
し
て
、

早
春
の
香
り
を
楽
し
み
ま
す
。

（
山

野
草

カ
ラ

ー
百

科

か
ら

）



ふるさとの文化財

⑪町指定史跡

堰下古墳

菊　池　利　雄

旧
奥
州
街
道
沿

い
の
泉
田
字
堰
下

に
は
、
町
指
定
の
史
跡
「
堰
下
古
墳
」

が
あ
る
。

古
墳
は
標
高
が
九
十
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
独
立
丘
陵
の
頂
上
部
東
端
に
あ

っ
て
、
眼
下

に
は
か
つ
て
古
代
に
条

里
制
水
田
の
展
開
を
み
た
西
根
台
地

の
広
が
り
が
見
ら
れ
る
。

古
墳
の
あ
る
丘
陵
上
に
は
、
昭
和

一
二
十
四
年
に
町
営
の
住
宅
団
地
が
建

設
さ
れ
、
そ
の
際
の
道
路
工
事
に
よ

っ
て
墳
丘
の
一
部
が
削
り
と
ら
れ
て
、

旧
状
の
規
模
は
明
確
で
な
い
が
、
直

径
が
約
二
十
ニ

メ
ー
ト
ル
。
高
さ
が

三
メ
ー
ト
ル
、
表
面
に
は
葺
石
が
ふ

か
れ
た
円
墳
で
あ
り
、
大
正
時
代
地

元
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
発
掘
が
な

さ
れ
、
素
娩
き
の
土
器
や
鏡
、
短
刀

な
ど
が
出
土
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
遺
物
は
現
存
し
な
い
。

昭
和
四
十
六
年
五
月
、
国
見
町
教

肓

委
員
会

で

は
、
町

史

編
さ

ん
の
資

料

収
集

の
た

め
、
目

黒

吉
明
氏

に
依

頼

し
て

発
掘

飼
査
を

行

っ
た

が
、
大

正

時
代

の
発

掘
に
よ

り

、
内
部

の
楠

造

が
徹
底

的

な
攪

乱
を

う
け
て

、
石

室

な
ど

の
内

部
遺

構
は
明

ら

か
に
で

き

な
か

っ
た

が
、
墳

丘
部

に
あ

る
扁

ぎ
轟Ｉ
か
いが
Å
　
　
　
　
　
　
　

ふ
た

平

な
凝
灰

岩

は
、
組

立
式

石
棺

の
蓋

石

と
み

ら
れ

。
出
土

し

た
埴
輪

片
な

ど

か
ら
、

墳
丘

項
部

の
平

担
而

の
周

り

に
は
、
円

筒

埴
伶

の
配

列

が
な
さ

れ
て

い
た

と
み

ら
れ

る
。

ま
た
墳

丘
斜
面

の

土
中

か
ら

は
。

こ
の

時
代

に
お

け
る
祭

祠

器
具

と
さ

れ

る
、
石

製
楔
透

品

が
採

集
さ

れ
て

い
る

。
円
筒
埴
輪
や
石
製
模
造

品
、
出
土
し
た
副
葬
品
な

ど
か
ら
み
て
、
中
期
古
墳

と
さ
れ
る
堰
下
古
墳
は
、

山
項
部
に
立
地
す
る
な
ど
、

前
期
古
墳
的
な
色
あ
い
が

強
い
こ
と
か
ら
み
て
、
前

期
か
ら
中
期
へ
の
移
行
期

の
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
地

域
で
は
最
も
古
い
古
墳
で

あ
り
、
塚
野
目
八
幡
塚
古

墳
よ
り
も
す
こ
し
早

い
時

期
の
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
古
墳
の
南

の
地
城
か
ら
は
、
弥
生
時

代
の
遺
物
で
あ
る
磨
製
石

斧
が
故
野
村
隆
一
氏
に
よ

っ
て
採
集
さ
れ
て

い
る
。

戦
後
こ
の
古
墳
跡
か
ら
は
す
ぐ
れ

た
美
術
品
で
あ
る
和
餓
「
洲
浜
双
鳥

鐃
」
が
出
土
し
て

い
る
。
こ
の
種
の

和
鏡
が
出
土
す
る
の
は
軽
塚
の
場
合

が
多
い
こ
と
か
ら
み
て
、
堰
下
古
墳

は
平
安
時
代
末
期
頃
か
ら
、
佛
教
の

末
法
思
想
の
盛
行
に
と
も
な
い
こ
の

古
墳
上
に
も
経
塚
が
営
ま
れ
て
、
経

簡
と
と
も
に
、
こ
の
鏡
が
埋
蔵
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
四
十
八
年
一
こ
月
。
町
で
は
堰

下
古
墳
を
史
跡
に
指
定
し
、
保
護
に

あ
た
っ
て
い
る
６
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ボ
ラ
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テ

ィ
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子
供
た
ち
の無

事
を
見
守
り
二
十
年

小
坂
地
区
か
ら
バ
ス
に
東
り
。
藤

田
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
子
供
た
ち

を
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

二
十
年
も
兒
守
り
続
け
て

い
る
方
が

い
ま
す
。
高
野
ミ
ヤ
子
さ
ん
（
小
坂

字
小
坂
一
（
）

四
十
一
歳
）
で
す
。

日
曜
日
を
除
く
毎
朝
八
時
二
十
一

分
発
の
バ
ス
に
、
十
四
人
の
子
供
が

乗
る
ま
で
の
問
、
交
通
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う
家
の
中
に
入
れ
て
休
ま
せ

た
り
。
横
断
歩
道
を
渡
ら
せ
た
り
の

世
話
を
し
て
い
ま
す
。

「
今
ま
で
に
二
百
五
十
人
く
ら
い

の
子
供
の
め
ん
ど
う
を
見
て
き
ま
し

た
。
最
初
の
頃
の
子
供
は
、
今
で
は

お
父

さ

ん
。

お
母
さ
ん

に

な
っ
て

し

ま

っ
て

、
な
ん

だ
か

、
あ

つ
と

い
う

閥

に
二
十

年
も

た
っ

て
し

ま
っ
て
・
ふ

と

話
す

ミ
ヤ
子

さ
ん

。
帰
り

は

。
母

親

の
カ
ネ

ヨ

さ
ん
（
七

十

歳

）
が
め

ん

ど
う
を

見
て

く
れ

る
と

の
こ

と
。

「
毎
年

四
月

に

な
る
と

、
ど
ん

な

子

が
く

る

か
、

と
て

も
楽

し
み
で

す
。

そ

の
頃

は
、
み

ん
な

お
と

な
し

い
の

で
す

が
、

だ
ん

だ
ん
な

れ
て

く
る

と

は
し

ゃ
ぐ

よ
う

に
な
っ

て
し

ま
っ
て

、

交
通

量
が
増

え

た
今
で

は
、

と
て
も

あ

ぷ
な

い
ん

で
す
Ｊ

と
ミ
ヤ
子

さ
ん

。

店
の

前
が

停
留
所

に
な

っ
て

い
る
の

で

。
子

供

に
何

か
あ
っ

た
ら
大

変
、

と
の

こ
と
で

始

め
た
そ

う
で
、

今
で

は
当

た
り
前

に

な
っ
て

し
ま

っ
た
そ

う
で

す

。

「
子

供

っ
て

、
か
わ

い

い
で

す
ね

。

こ
れ

か
ら

も
、

ず
っ

と
続
け
て

い
き

ま
す
Ｊ

と

ミ
ヤ
子

さ
ん

。

「
お
早

よ
う

ご
ざ

い
ま
す
Ｊ

元
気

良
く

あ

い
さ
つ

し
て
店

に
入

っ
て

く

る
子

供
た

ち

に
、
「

お
早
よ

う
ぃ

と

今
日

も
笑

顔
で

答
え

る
ミ
ヤ

子

さ
ん

で
す

。



所　得　税

町 県 民 税

個人事業税

申 告 は

３月15 日までに

昭
和
五
十
九
年
分
所
得
の
、
所
得

税
。
町
県
民
税
、
個
人
事
業
税
の
巾

告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
町
で
は
、

こ
の
申
告
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の

便
宜
を
は
か
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

日
程
で
中
告
相
談
所
を
役
鳩
に
聞
設

し
ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
申
告
を
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
　
役
場
第
一
会
議
室
（
二
階
）

｛

東
側
入

口
か
ら

お
入
り

く
だ
さ

い
｝

時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で

申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
ま
で
で

す
．

－
必

ず

申

告

者

本

人

が

お

い

で

く

だ

さ

Ｉ
い

．

○
持
参
す
る
も
の

一
、
送
付
さ
れ
て
い
る
申
告
書
と
印
鑑

二
、
生
命
保
険
、
個
人
年
金
保
険
、
生
　

命
共
済
、
建
物
共
済
お
よ
び
損
害
　

保
険
科
な
ど
の
払
込
証
明
書

＝「
医
療
費
支
払
証
明
書
（
支
払
医
療
　

費
が
所
得
金
額
の
五
％
ま
た
は
五
　

万
円
を
超
え
る
方
）

四
．
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
は
売
買
契
約
　

さ
癶
巾
告
者
お
よ
び
家
族
の
方
が
日
雇
．

出
稼
な
ど
を
し
て

い
る
場
合
は
給

与
証
明
書

六
、
水
稲
、
果
樹
、
養
蚕
な
ど
の
共
済

金
明
細
書

气
大
道
共
な
ど
を
昭
和
五
十
九
年
中

に
購
入
さ
れ
た
方
は
そ
の
領
収
耆

（
、
事
業
（
商
売
な
ど
）
を
し
て
い
る

方
は
総
仕
入
、
売
上
、
経
費
な
ど

の
帳
簿

癶

還
付
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
．鼎

十
、
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
証

明
沓
な
ど
の
書
類

四
月
か
ら

六
千
七
百
四
十
円
に

Ｉ
国
民
年
金
保
険
料
～

国
民
年
金
の
保
険
料
は
今
年
四
月

か
ら
、
六
千
七
百
四
十
円
と
な
り
ま

す
Ｏこ

れ
は
、
年
金
額
が
物
価
上
昇
な

ど
に
合
わ
せ
て
毎
年
増
額
さ
れ
て

い

く
た
め
に
、
そ
の
と
き
ど
き
の
年
金

額
に
見
合
っ
た
保
険
料
を
納
め
て

い

た
だ
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
た
め
で

す
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す

と
、
将
来
。
老
令
年
金
や
不
慮
の
事

故
に
あ
っ
た
と
き
、
陣
害
年
金
や
毋

。子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
保
険
料
は
納
期
限
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
一
年
分
の
保
険
料
を
四
月

に
ま
と
め
て
納
入
す
れ
ば
、
割
引
（

五
分
五
厘
）
さ
れ
、
納
め
忘
れ
と
い

う
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昭和５９年分　住民税申告相談日程表

曜　　 申　 告　 相　 談　 対　 象　 地　 区
月 ８

日　 午　 前　 の　 部　 落　 午　 扱　 の　 部　 落2

12 火 貝 Ⅲ 北　　　　　 貝 Ⅲ 南

13 水 高　　 城　　　　　 光 明 寺

14 木 山　　 很　　　　　 人 木 戸

15 金 小坂．太田 川　　　　　　 町剛、板檎

18 月 泉ｍＥ、農川中　　　　　 泉田下、鳥取

19 火 確定巾告（譲渡、営庶業）睨務署

20 水 内谷西、内谷東　　　　　 山崎北、滝山、上野、石母田東

21 木 石母川表、石毋Ⅲ北、鶉町 石け田原、石母田丙

22 金 確定中告（農業、大木戸地区）町

25 月 確定巾告（農業、小坂地区）町

26 火 町東、宮東．耕谷　　　　 山崎舘、山崎小舘、宮前

27 水 源宗山東、西、北、人坂　 駅前．錦町

28 ホ 大町南、大町北　　　　　 本町、宮町南

３　１ 金 宮町北　　　　　　　　 確定申告（農業、大木戸地lり

４ 月 確定申告（農業、藤田地区I）町

５ 火 確定巾告（農業、森江野地IK）町

６ 水 確定申告（農袰、森江野、大枝地区）町

７ 木 確定中告（農案、小坂）（営 業、町依頼分）

８ 金 森江野第一　　　　　　 森江野第二、第三

Ｈ 月 森江野第四、第 瓦　　　　 森江野第六、痢七

12 火 森江野第八、第十　　　　 森江野第九、第十一

13 水 森江野第十二　　　　　 原町、築舘、並擲

14 木 中部、北部　　　　　　 川　　 内

15 ､金 確定申告一般

☆申告においでの方は、混雑しますので日時をお守りください。

春の全国火災予防運動
２月2S 日～３月13 日



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
龠
に

◆
匿
名
希
望

二
万
円

近
野
好
志
さ
ん
（
耕
谷

）
か
ら

一
万
円
－

故
仁
さ
ん
の
ご
遺
志

宍
戸

夘
一

さ
ん
（
石

毋
田
北

）
か
ら

六
万

円
Ｉ

故
勇

吉
さ
ん

の

ご
遺

志

菊
地
忠
一
さ
ん
（
第
十
）
か
ら

二
万
円
－

故
シ
イ
さ
ん
の
ご
遺
志

佐
藤
賢
二
さ
ん
（
徳
江
北
）
か
ら

五
万
円
－

故
新
七
さ
ん
の
ご
遺
志

八
巻
忠
一
さ
ん
（
第
七
）
か
ら

二
万
円
１
故
正
男
さ
ん
の
ご
遺
志

県
北
中
学
校
に

近
野
好
志
さ
ん

’
耕
谷
）
か
ら

一
万
円
－

故
仁
さ
ん
の
ご
遺
志

亠（
戸

夘
一

さ
ん
（
石

毋
田
北

）
か
ら

二

万
円

卜
勇

吉

さ
ん
の

ご
遺
志

ｙ
佐
藤
賢
二
さ
ん
｛
徳
江
北
｝
か
ら

五
万
円
－

故
新
七
さ
ん
の
ご
遺
志

藤
田
小
学
校
に

近
野
好
志
さ
ん
（
耕
谷
）
か
ら

一
万
円
－

故
仁
さ
ん
の
ご
遺
志

亠（

戸
夘

一
さ
ん
（
石
母

田
北

）
か

ら

二
万

円
－

故
勇
吉

さ

ん
の

ご
遺

志

ｙ
昭
和
一
二
十

一
年
度

藤
田

小

学
校

卒

業

生
一
同

（
代
表

一

條
仙
郎

さ

ん

）

か
ら

十
万

円

と
同
級
会

記

念
誌
（

十
冊

）

小
坂
小
学
校
に

後

藤
武
臣
さ
ん
（
富
町
北
）
か
ら

児
童
図
書
（
二
万
円
相
当
）
ｊ

故

保
さ
ん
の
ご
遺
志

’古
溝
忠
一
さ
ん
（
前
田

）
か
ら

放
送
室
暗
幕
一
式
（
三
万
円
相
当
）

森
江
野
小
学
校
に

ｙ
村
上
（

ル
さ
ん
（
第
八
）
か
ら

雑
布
一
二
十
五
枚

ｙ
昭
和
一
二
十

一
年

度
森
江

野
小

学
校

卒
業

生

一
同
か

ら

五
万
四
千

円
－

初
老
と
し

な
お
し

と
し
て

八
巻
忠
一
さ
ん
（
徳
江
北
）
か
ら

二
万
円
－

故
正
男
さ
ん
の
ご
遺
志

簾
田
保
育
所
に

武
田
正
昭
さ
ん
（
第
三
）
か
ら

三
万
円
－

教
材
用
と
し
て

教
育
委
員
会
に

斎
藤
春
男
さ
ん
（
町
東
）
か
ら

文
政
五
年
の
長
持
一
棹

戸籍の窓口
（１月受 付 分）

出生おめでとうご ざい ます

子 の 名　保 護 者　 郎 落

義　弘(よしひろ)佐久間敏雄　第　 二
祐　爽(ゆ　　み)内村 忠輿 富 町 北
瞳　介(ゆうすけ)羽椎　幹雄 富　 前
智恵美(ち え み)鈴木 弘 文　川　 内
和　奉(かずゆき)繰上　轍二　板　 檎
千　明(ち ゐ き)亀岡　敏光　川　 内
柘　哉(た く や)実沢　博之　潭宗山東
由美子(ゆ み こ)市川　厚二　第　 二
裕 昭(ひろあき)放邊　正弘　光 明 寺
真　靡(まさひこ)徳江　武彦　＊　 町
千　眷(ち は る)高橋　貞美　貝　 田
竜　也(た つ や)比金 敏春 源摩山北
裕　司(ゆ う じ)大塚 和男　石毋田西
由　忤(ゆ　　か)安孫子孝由　泉 田 上
慶　明(よしあき)松浦　 守　大 木 戸

ご 結婚おめでとうござい ます

氏　　 名　　　　　　　 郎　落
菅 野　　 一　　　　 内 谷 東
関 崎 清 美　　　　 梁 川 町
佐 藤　　 誠　　　　　 石毋田東
佐 庫 久仁子　　　　　 梁 川 町
渡 邉 浩 幸　　　　 霊 山 町
後 藤　妙　子　　　　　 高　 城

おく やみ申し 上げ ます

氏　　 名　　　 年齢　　 部　落

大河原　　 茂　　41　　 只　　田
近　野　　 仁　　73　　 耕　 谷
椄 沢 ス　イ　　84　　 光 明 寺
宍　戸　勇　窗　　81　　 石毋田北
菊　墻　シ　イ　　　フ7　　 第　 十
鈴　木　文　三　　67　　 川　 内
八 魯 正 男　　67　　 碑 江 北
三　＊　 ジュン　　 フ２　　 山崎小舘

佐 藤 斬 七　　8S　　 徳 江 北
佐久間 忠之助　　79　　 第　 二

人口 と世 帯
２月１日現在(前月比)１月中のうごき

人
　
　

口

一男5.  7 人(  + 1 )

･女6.177 人(  土 の

一計12.024 人 （十ｌ ）

世帯数2.870 戸(  十 3 )

転 入　】4人

転　出　18人

出　生　15人

死　亡　10人

心配ごと相談日
場所：役場二階相談 室 震人口か4おÅり１さSヽ l

時 間：９時～12時

こまったことや。相麟ごとがありましたら、

お気睦にご相談下さい。 秘密は絶 対に守り ます。

〔相 談 員 〕

２月25日（月）高橋 隆雄・安藤　トヨ

３月５日（火）吉川 弥吉・黒田　ヒロ

３月15日（金）桜沢　 正・吉田とし子

２月　如月（きさらぎ）

17 日 (日）参議掎福鳥選挙区

補欠遇挙投票日

19日（火）雨 水

24日（日）青春祭（公民館で）

28日（木）火災予防運動

３月　弥生 （やよい）

１日（金）全国緑化連動

3 日 ( 日 ) 耳の日

６日（水）啓　 蟄

７日（木）消防記念日

8 日 ( 金 ) 国際婦人デー



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

08 5 ｰ 2 6 7

（有)  4  1  5  6

成
人

式
（
華

や
か

さ

の
中

厳

粛

に
）

一
月
十
五
日
午
前
十
畤
か
ら
町
公

民
館
で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た

百
三
十
八
名
は
。
菊
地
町
長
か
ら
、

『
ふ
る
さ
と
国
兇
の
将
来
を
遠
望
し

つ
つ
た
く
ま
し
く
自
分
の
人
生
を
歩

ん
で
く
だ
さ
い
』
と
励
ま
し
の
こ
と

ば
を
受
け
、
次
い
で
成
人
証
耆
、
記

念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
賀
藤
町

議
会
議
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に

成
人
を
代
表
し
て
森
山
の
小
川
由
紀

さ
ん
が
「
人
間
と
し
て
の
自
覚
と
決

意
を
持
っ
て
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に

Ｍ
…
い
っ
ぱ
い
努
力
し
ま
す
」
と
符
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
で
記
念
写
輿
撮
影
の
後
、
サ

ウ
ン
ド

ー
ア
ッ
プ
の
皆
さ
ん
に
よ
る

軽
快
な
演
奏
を
背
に
、
お
す
し
な
ど

を
つ
ま
み
な
が
ら
、
二
十
年
の
思
い

出
を
級
友
と
楽
し
く
話
し
合

り
て
い

ま
し
た
。

▲代妾で答辞を騰む小川由紀さん

Ａ式のあとなごやかに歓岐する成人書のみなさん

高

齢

者

教

室

「

寿
　

祝

」

一
月
二
十
五
日
、
一
月
の
辛
習
と

新
年
会

『
寿
睨
』
を
恒
例
に
よ
り
行

い
、
長
寿
を
祝
福
し
あ
い
ま
し
た
。

最
初
学
押
と
し
で

『
町
づ
く
り
と

町
政
の
概
要
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

菊
地
町
長
の
お
話
し
を
聞
き
、
こ
れ

か
ら
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
有
意
義
な
学
習
を
し
ま
し
た
。

続
い
て
寿
祝
の
行
事
に
入
り
、
学

級
生
の
中
で
古
希
に
該
当
さ
れ
る
方

十
一
名
、
喜
寿
の
方
二
十
二
名
、
米

寿
の
方
四
名
、
合
計
三
十
七
名
の
方

々
に
委
員
長
か
ら
祝
詞
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
、
町
長
、
教
育
委
員
会
か
ら

祝
辞
を
う
け
ま
し
た
。

そ
の
後
藤
踊
会
の
方
々
に
よ
る
口

本
舞
踊
を
観
賞
し
、
午
後
は
学
級
生

の
、
の
ど
自
慢
な
ど
も
あ
り
な
ご
や

か
な
楽
し
い
一
日
を
送
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
の
高
齢
者
教
室
は

二
月
二
十
七
日
で
閉
講
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

高

齢

者

教
室

の

寿
祝
に
思
う

委
員
長
　
藤
田
勝
衛

一
月
二

十
五

日
高
船

者
教
室

の

例

年
行

わ

れ
て

い
る
新
年
会

（
寿

祝

）

が
開
催

さ
れ
た

。
寿
睨

に
該
当

さ
れ

て

い
る
方
一
二
十
七

名
を
中

心

に
二
百
｛

余
名

が
元

気

に
参

集
し

、
お
互

の
元

気

さ
を
祝
福

し

、
米
寿

に
該
当

さ

れ

る
方
四

名

、
喜
寿

に
譲
当

さ
れ

る
方

匸
十
二

名

、
古

希
に
該
当

さ
れ

る
方

十
一
名

の
方

々
の

一
層
の

健
康

を
祈

念
し

た
。
私

の
子

供
時
代

は

。
五

十

歳
を
超

え

る
と
相
当

の
老
人

と
思

わ

れ
て

い
た
。
人

生
五

十
年

と
言

わ
れ

て
い
た

の
も

、
そ
う

曹
の
こ

と
で

な

い
。
私

の
父
は
五

十

六
歳
で

亡

く
な

つ
た
が
私
は
子
供
心
に
、
悲
し
か
っ

た
が
。
そ
れ
ほ
ど
若
死
と
も
思
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
今
日
で
は
平
均
寿
命
が

急
に
伸
び
て
人
生
八
十
年
と
冒
わ

れ
る
時
代
に
な
っ
た
。
五
十
、
六
十

代
は
働
き
盛
り
で
あ
る
。
六
十
歳
台

で
亡
く
な
っ
た
り
す
る
と
「
随
分
若

死
だ
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
る
時
代
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
真
に
喜
ば
し
い

時
代
に
な
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
社

会
の
高
齢
化
は
、
そ
れ
に
伴
っ
て
色

々
の
問
題
が
発
生
し
て
来
て
い
る
。

人
口
問
題
審
議
会
が
過
般
人
口
白

書
を
発
表
し
、
そ
の
中
に
「
高
齢
者

を
単
に
扶
養
す
べ
き
人
口
と
考
え
ず

商
齢
者
の
多
様
な
社
会
参
加
を
促
進

す
る
こ
と
が
、
社
会
の
活
力
向
上
と

生
き
が
い
の
増
進
を
両
立
さ
せ
る
解

決
策
で
あ
る
」
と
い
う
視
点
を
打
出

し
、
社
会
の
仕
組
を
高
齢
者
の
自
立

に
適
し
た
も
の
に
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

今
日
、
六
十
五
歳
以
上
で
も
社
会

で
活
朋
し
て
い
る
人
は
非
驚
に
多
い
。

中
高
年
の
労
働
力
は
革
新
性
や
、
適

応
力
で
劣
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
信

頼
性
、
着
実
性
、
経
験
の
埀
か
さ
な

ど
で
若
い
労
働
力
よ
り
優
れ
て
る
面

は
多
く
あ
る
と
思
う
。

従
っ
て
社
会
や
我
々
高
齢
者
も
希

望
を
持
っ
て
、
こ
う
し
た
環
境
作
り

に
専
心
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
な
い

だ
ろ
う
か
。

４委目長から記念品を受ける米竒のみなさん



少
年
仲
間

づ
く
り
教
宣

雪
あ
そ
び

去
る
一
月
十
一
二
日
　
福
鳥
市
高
湯

ス
キ
ー
場
で
教
室
生
一
こ
十
名
が
参
加

し
て
。
ス
キ
ー
や
そ
り
す
ぺ
り
、
宝

さ
が
し
な
ど
を
し
て
柊
日
楽
し
み
ま

し
た
。

「

楽
し

か

っ
た

ス

キ
ー

教
室
」

森
江
野
小
五
年武

田
　
弘
克

今
日
は
。
前
か
ら
と
っ
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
ス
キ
ー
教
室
の
日
で

す
。
朝
食
を
早
め
に
す
ま
せ
て
か
ら

家
を
出
ま
し
た
。
ぽ
く
は
生
れ
て
始

め
て
ス
キ
ー
を
す
る
の
で
と
て
も
不

安
で
し
た
。

ス
キ
ー
場
に
つ
き
、
く
つ
や
ス
キ

ー
を
貸
り
て
さ
っ
そ
く
身
じ
た
く
を

し
ま
し
た
。
す

る
と
急

に
気
持

が

う
き
う
き
し
て

う
れ
し

い
の
と
ス

キ
ー
を
は
い
て
歩
け
る
か
な
、
そ
し

て
こ
の
真
白

い
雪
の
上
を
す
べ
れ
る

か
な
と
、
と
っ
て
も
不
安
な
気
持
に

な
っ
て
来
ま
し
た
。
準
備
体
操
を
始

め
る
と
、
さ
っ
そ
く
転
ろ
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
起
き
匕
が
ろ
う
と
し
て

も
起
き
上

が
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
た
ら

指
導
者
の
人
に
「
黒
田
の
は
悪
い
例

だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ぽ
く
は
心

の
中
で
「
黒
田
で
は
な
い
よ
武
田
だ

よ
」
と
独
言
を
言
い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
す
ぺ
っ
て
見
ま
し
た
。
そ

し
た
ら
何
回
も
何
回
も
転
ん
で
い
る

う
ち
に
少
し
す
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
昼
に
な
っ
た
の

で
ロ
ッ
ジ
で
暖
か
い
ト
ン
じ
る
と
お

む
す
び
を
食
ぺ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

ま
た
す
ぺ
り
ま
し
た
が
、
午
前
中
よ

り
う
ま
く
す
べ
り
ま
し
た
。
二
時
ご

ろ
か
ら
は
全
員
で
宝
さ
が
し
を
し
口

ッ
ジ
に
帰
り
バ
ス
で
帰
り
ま
し
た
。

本
当
に
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

「

思

い
出

い

っ

ぱ

い
」

二
月

｝’一
日
町

公
民

館

で
敦
室

生

と

そ
の
父

兄
八

十
名

が
出

席
し

て
、

閉

級
式

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

館

長
か

ら
修
了

証

書
を

い
た
だ

き

来
賓
の
宍
戸
藤
田
小
校
長
先
生
か
ら

ね
ぎ
ら
い
の
こ
と
ぱ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
五
人
の
修
了
生
か
ら
、

楽
し
か
っ
た
キ
ャ
ン
プ
や
言
あ
そ
ぴ

な
ど
の
思
い
出
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
か
れ
、
父
兄
と
と
も
に
、
輪
ゴ
ム

渡
し
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

最
後
に
、
一
年
間

お
世
話
に
な
っ

た
「
サ
ー
ク
ル
ぽ
け
っ
と
」
の
方
か

ら
「
教
室
で
生
ま
れ
た
友
情
を
大
切

に
し
、
子
ど
も
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
い
と
の
励
ま

し
の
こ
と
ば
で
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

「
教
室

に
参

加

し
て

」

大
木
戸
小
五
年

斎
藤
美

穂

は
じ
め
て
仲
間
づ
く
り
に
参
加
し

た
と
き
、
リ

ー
ダ
ー
に
つ
い
て
の
お

話
し
が
あ
り
．
リ

ー
ダ
ー
と
い
う
の

は
責
任
感
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
こ
の
一
年
間
で

よ
く
そ
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

た
こ
づ
く
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
教
え

て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
を
し
た
畤
の
こ
と
で
す
。
五

人
く
ら

い
で

Ｉ
グ
ル
ー
プ
に
な
り
。

私
は
四
班
で
し
た
。
地
図
と
お
か
し

を
わ
た
さ
れ
て
公
民
館
を
出
発
し
ま

し
た
。
出
発
し
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
で

道
に
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た

ち
は
「
ち
が
う
」
と
首
う
の
に
男
の

人
は
「
い
い
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
す

す
ん
で
行
き
ま
し
た
。
藤
田
小
学
校

の
と
こ
ろ
ま
で
き
て
ま
ち
が
い
だ
と

わ
か
り
ま
し
た
。
急

い
で
み
ん
な
の

班
に
お
い
つ
き
ま
し
た
。

私
は
道
に
迷
っ
た
お
か
げ
で
班
の

人
だ
ち
と
う
ち
と
け
る
こ
と
が
で
き
、

ま
し
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
史
跡
に

ク
イ
ズ
が
あ
り
み
ん
な
で
そ
れ
を
解

き
終
点
の
あ
つ
か
し
山
を
め
ざ
し
ま

し
た
。
そ
し
て
頂
上
に
ヘ
ト
ヘ
ト
に

な
り
到
着
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
い

も
に
会
の
用
意
が
し
て
あ
り
、
み
ん

な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

沖
間
づ
く
り
教
室
は
、
と
て
も
楽

し

い
思

い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
参
加

し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
ぽ
け
っ
と
の
お
兄
さ
ん
、

お
姉

さ
ん
た
ち
に
は
、
大
変
。
お
せ

わ
に
な
り
ま
し
た
。

公

民
館
運
曾
審
議
会
を
開
催

～
聞
和
六
十
年
度
公
民
館
事
業

計
画
に
つ
い
て
話
し

合
う
～

一
月
二
十
一
日
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
、
公
民
館
で
運
営
審
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

渡
辺
公
民
館
長
、
佐
藤
元
一
審
議

会
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
今
回
初
の

試
み
と
し
て
、
全
委
員
二
十
名
を
四

つ
の
部
会
に
分
け
、
一
部
会
五
名
の

委
員
で
構
成
し
。
各
部
会
ご
と
に
熟

心
に
討
議
し
ま
し
た
。

「
青
少
年
問
題
」
「
家
庭
・
婦
人

問
閣
」
「
成
人
・
高
齢
者
問
題
」
「

社
会
体
育
問
題
」
の
四
部
会
で
、
各

委
員
は
希
望
で
各
部
会
に
入
っ
て
も

ら
い
、
公
民
館
職
員
も
そ
れ
に
加
わ

り
。
昭
和
六
十
年
度
の
公
民
館
事
業

に
つ
い
て
、
各
委
員
の
ご
意
兄
を
伺

い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
分
野
の
将
米

に
お
け
る
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、

一
時
間
一
二
十
分
に
わ
た
り
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
各
部
会
の
部
長
か

ら
、
部
会
で
の
話
し
合
い
の
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
部
会
制

は
、
各
委
員
が
発
露
す
る
時
間
も
十

分
あ
り
、
ま
た
、
各
問
題
に
つ
い
て

突
っ
込
ん
だ
話
し
合
い
が
で
き
、
各

委
員
か
ら
好
評
で
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
卜
Ｗ
た
。



親
子
で
仲
良
く
モ
チ
つ
き

～
大
木
戸
小
学
校
で
～

一

月
二
十

日
、
大

木
戸

小

学
校
で

「

親
子
モ
チ

つ

き
大
会

」

が
開

か
れ
、

全
校

児
童
．

Ｐ
Ｔ

Ａ
の

お
父

さ
ん

、

お
母

さ
ん
約
二

百

五
十

人

が
、
親
子

で
楽

し
く
モ

チ

つ
き
を

行

い
ま
し

た
。

町

が
進

め
る
米

の
消

費
拡
大

事

業

の

一
助

と
し
て

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

が
主

と
な

っ
て
開
催

し

た
も
の

で
、

父
親
参

観

の
あ
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
・
六

年
、
二
・
五
年
、
一
二
・
四
年
の
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
か
れ
、
親
子
で
協
力
し
な

が
ら
つ
き
あ
げ
た
モ
チ
は
、
十
ウ
ス

で
九
十
キ
ロ
。

児
童
た
ち
に
と
っ
て
も
、
勧
労
体

験
的
学
習
の
一
環
と
あ
っ
て
、
初
め

て
挑
職
す
る
モ
チ
つ
き
に
、
は
し
ゃ

ぎ
な
が
ら
キ
ネ
を
振
り
下
ろ
し
て
い

ま
し
た
。

つ
き
あ
が
っ
だ
モ
チ
は
、
さ
っ
そ

く
お
母
さ
ん
た
ら
が
雑
煮
や
き
な
こ

モ
チ
に
し
て
く
れ
、
親
子
で
仲
良
く

舌
つ
づ
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
れ

～

キ
ピ
キ

ピ
と
消
防
釧
練
～

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
の
一
月
二

十
六
日
、
観
月
台
に
あ
る
県
指
定
重

要
文
化
財
の
「
旧
佐
藤
家
住
宅
」
を

舞
台
に
、
大
が
か
り
な
消
防
訓
練
を

展
開
し
ま
し
た
。

「
旧
佐
藤
家
住
宅
」
は
、
江
戸
中

期
に
創
建
さ
れ
た
寄
せ
棟
造
り
平
屋

カ
ヤ
ぶ
き
住
宅
で
、
当
時
の
標
準
的

住
宅
と
し
て
建
築
史
、
民
俗
学
的
兇

地
か
ら
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
、
昭
和

四
十
七
年
四
月
七
日
、
県
か
ら
重
要

文
化
財
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

－

午
前
十
時
、
公
民
館
一
階
湯
沸

か
し
室
か
ら
出
火
し
、
拡
大
延
焼
中

で
、
「
旧
佐
藤
家
住
宅
」
に
も
延
焼

の
恐
れ
が
あ
り
、
入
館
者
数
人
が
煙

に
ま
か
れ
て
い
る
Ｉ

と
の
想
定
で

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
消
防
本
部
の

ほ
か
、
地
元
消
防
団
、
婦
人
火
災
予

防
協
力
会
、
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
な
ど
約
百
五
十
人
、
（

シ
ゴ
車
、

ポ
ン
プ
車
な
ど
車
両
十
六
台
が
参
加

し
、
入
館
者
の
避
難
誘
碑
、
初
期
消

火
、
救
急
活
助
な
ど
、
寒
風
吹
き
す

さ
ぶ
中
、
本
番
さ
な
が
ら
に
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

元
気
に
モ
チ
つ
き

～
小
坂
小
学
校
で
～

｝
月
一
二
十
日
、
小
坂
小
学
校
で
．

収
穫
祭
を
蕈
ね
た

”
冬
の
つ
ど
い
”

が
開
か
れ
、
百
三
十
九
名
の
全
校
児

童
が
モ
チ
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
．

勤
労
体
験
的
学
習
の
一
環
と
し
て
．

昨
年
十
月
に
収
穫
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
も
ち
米
と
交
換
し
て
行
っ
た
も
の

で
、
こ
の
日
は
寒
風
吹
き
、
小
言
が

降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
が
交
っ
た

六
班
で
、
か
わ
る
が
わ
る
元
気
に
モ

チ
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
つ
き
あ
げ
た

モ
チ
は
約
一
二
十
キ
ロ
。
さ
っ
そ
く
き

な
こ
モ
チ
に
舌
つ
づ
み
を
打
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や

ゲ
ー
ム
を
し
て
、
低
学
年
も
高
学
年

も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲慣れないながらも 元気にモチつき

▲書風の中､本番さながらに放水

▲ハシゴ皐も出勣

▲父兄といっしょにモチつき

編

集

日

記

○
先
日
、
取
材
の
道
す
が
ら
、
ね
こ

や
な
ぎ
の
花
が
咲
い
て
い
る
の
を
見

か
け
ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年
と
追

っ
て
暖
か
い
日
が
絖
い
て

い
ま
す
。

例
年
だ
と
言
が
降
る
の
に
。
今
年
は

雨
。
こ
れ
か
ら
寒
い
日
も
来
る
と
は

思

い
ま
す
が
。
昨
年
の
よ
う
な
異
常

寒
波
は
来
て
ほ
し
く
な
い
も
の
で
す

ね
。

○
と
こ
ろ
で
、
そ
の
せ
い
か
ど
う
か

非
常
に
カ
ゼ
が
流
行
し
、
県
内
で
も

休
校
す
る
小
・
中
学
校
が
続
出
し
ま

し
た
。
私
も
カ
ゼ
ぎ
み
で
す
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
も
、
カ
ゼ
な
ど
ひ
か
な

い
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
身
体
を
大
切

に
し
、
こ
の
冬
を
乗
り
切
っ
て

い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

Ｓ

腿
ぼ
・
纏
為

国
兄
町
企
画
課

櫑
鳥
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
篩
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

Ｓ
九
六
九
一

一
七
　

Ｓ
｛
○
二
四
五
｝
八
五
一
二
一
一
一
（
代
轟
）
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